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挿画詳細

挿画 分類番号 図版番号 イメージサイズ ペーパーサイズ エディション サイン位置
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P-2163 － 37.0×25.3 37.9×25.4 Ⅴ/ⅩⅩⅩ 中下
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P-2189 図6 34.4×7.1 38.0×51.1（２つ折） 54/150 挿画本の前付
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※ P-2149～2169はオリジナル版画、P-2170～2190は挿画本の図版。

　 同じ挿画でイメージサイズが異なるものがあるのは、刷りの傾きやかすれ等による。
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資料 1：『サラゴサ手稿』梗概 

『サラゴサ手稿』は、サラゴサ包囲戦に加わったフランス兵が、ある小館で見つけたスペイン語の手稿をフランス語に翻訳し

たもの。以下がその内容である。 

 

【１日目】 

スペインのシエラ・モレナ山中を旅していた騎士アルフォンスは、二人の従者を相次いで失い、一人で旅を続ける。途上、山

賊の三兄弟に由来する〈兄弟の谷〉という名前の谷にさしかかると、三兄弟の兄ゾトを除く弟二人が縛り首となり、今もその死

体が曝されているのを目にする。慄然としてその場を離れ、山道を通って次の谷へと入ると、ベンタ・ケマダという廃墟のよう

な一軒の宿屋にたどり着く。それは、悪魔に乗っ取られたという止宿禁物の宿であった。名誉・面目を守り、臆病の振る舞いの

あるまじきことを心がけとして育ったアルフォンスは、戒めに逆らいその宿に宿泊することを決意する。 

真夜中になると黒人の女性が部屋に現れ、自らが召使いとして仕えている貴婦人が夕食に招待していると告げる。空腹に耐え

かねていたアルフォンスが広間に入ると、三人分の食事が用意されており、イスラム教徒の美しい姉妹－姉エミナ、妹ジベデ－

が現れる。二人はアルフォンスに自分たちは同じ一族だと語り、自分たちの身の上話や先祖の話を始める（エミナとその妹ジベ

デの物語／カサル・ゴメレスの物語）。 

朝が近づくと話は途切れ、エミナの誘いに応じてアルフォンスは夢の中で従妹たちと一夜を過ごす。 

 

【２日目】 

目が覚めると、そこは〈兄弟の谷〉であった。宿で美しい姉妹と過ごしたはずのアルフォンスは、絞首台の真下で、縛り首と

なっていた二人の亡骸に挟まれて眠っていた。昨夜のことを思い返し、シエラ・モレナ越えをする決意をしたアルフォンスは、

宿に戻って馬を駆り、旅を続けた。 

その夜の宿を求めて馬を進めたアルフォンスは、ゴシック風の礼拝堂の側にある僧庵にたどり着く。修道僧に迎え入れられ食

事をしていると、この世のものとは思えない形相の若者、悪魔に乗り移られたというパシェコが現れる。僧に促され、パシェコ

は自らの身の上を語る（悪魔に憑かれたパシェコの物語）。 

パシェコはアルフォンスと似たような旅を経て、同じベンタ・ケマダの宿で継母とその妹の二人と一夜を過ごす。そして翌日

目が覚めると、絞首台の下で二人の死体の間に寝ていたのであった。その日は別の宿に泊まり、夜になると再び継母と妹が現れ

るが、暖炉の火に照らされたのは、縛り首となった二人の死体であった。男たちから命からがら逃げたパシェコは、行き倒れて

いるところを礼拝堂に連れてこられたという。 

礼拝堂で眠ることになったアルフォンスは、訪ねてきた二人の幽霊を追い払う。 

 

【３日目】 

無事に目覚めたアルフォンスは、修道僧に言われるまま身の上話を始める（アルフォンス・ヴァン・ウォルデンの物語）。 

自らの出生前の父の話から出生後の話へと展開する話の中で、父が神学者に読み上げさせた、父の曾祖父が書いたという幽霊

話の中の一篇が語られる（ラヴェンナのトリヴルチオの物語）。 

美男で金持ちのトリヴルチオはある女性に愛を告げるが、他の男性を愛していると断られる。トリヴルチオは教会で婚姻の告

示を受ける二人の命を奪って逃げ、その後悔恨の念を胸に舞い戻って二人の墓がある教会へと出入りするようになる。ある晩教

会の外で寝ていると、墓で眠っていた死者たちが一斉に現れ、婚姻の告示が申し渡される。 

翌日、再び父は物語の一篇を読み上げさせる（フェララのランドルフォの物語）。 

極道のランドルフォは、強欲で放埒なビアンカを母と妹の元に連れてくる。母が嫌がらせをされたことを知った叔父は腹を立

て、ビアンカを人に殺させる。ランドルフォは怒りの矛先を求めて母の元を再び訪れるが、そこにビアンカの幽霊が現れる。幽

霊は食卓にあったものを平らげると、ランドルフォにベッドで待っているよう告げる。 

18 歳になったアルフォンスは入隊することになり、父から代々の秘密であるという剣法の秘術を授かる。その後、話は現在

の旅へと続き、途中で二人の従者を失ったこと、ベンタ・ケマダに泊まったことを語る。 

修道僧はアルフォンスが首吊り男の死霊に取り憑かれてパシェコのような目にあったのではないかと問うが、アルフォンスは

否定する。礼拝堂を出て旅を続けたアルフォンスは、異端審問所に逮捕されて土牢に入れられる。 
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【４日目】 

審問の僧は、アルフォンスの前に後ろ手に縛り上げられた従妹の姉妹を連れてくる。アルフォンスは姉妹の前で拷問を受ける

ことになるが、銃声とともにゾトと手下たちが入ってくる。ゾトに助けられた三人は大岩の陰の岩場で落ち合う。 

 

【５日目】 

ゾトに連れられて廃墟となった村に辿り着いたアルフォンスは、井戸の入口からゾトの住む洞窟に入る。絞首台で亡くなって

いた筈の弟二人も姿を現した。三兄弟は、アルフォンスの母方のゴメレス家の部下として、今後アルフォンスに献身を尽くすと

いう。ゾトは、エミナに言われて自らの物語を語る（ゾトの物語）。 

ゾトの父親は、妻がその妹と張り合うために必要な金を手にするため、人殺しに手を染めることになる。老領主に肘掛椅子に

縛りつけた妻を殺すよう依頼されたのを首切り役人の真似はしないと断ったこと、更に土地の名門である伯爵と侯爵に同時に互

いを殺すよう依頼された際、両方を遂行したことで、父親の名声は広がった。 

話は一旦中断し、一同は眠りにつく。その夜、二人の姉妹はアルフォンスの寝所を訪れ、再び三人で一夜を過ごす。 

 

【６日目】 

ゾトの物語が続く（ゾトの物語－つづきの１）。 

悪事に手を染めていた父親が怪我をして一線を退き、妻やゾトら三兄弟とは離れた場所で暮らしている間に、妻が急死する。

ゾトらは父親が匿ってもらっていた僧院で生活することになった。そこで８歳のゾトは同じ年代の裕福な少年プリンチピノに屈

辱的な仕打ちを受け、復讐を誓う。その後煙突掃除の仕事をするようになったゾトは、半年程して少年への復讐を遂げる。 

その話を聞いた父親は、息子も盗賊になる人間だと考え、密貿易や海賊をしていた鉄甲船の船長にゾトを預ける。ゾトは父や

弟たちと別れ、船長の下で貨幣の運搬等を行うが、その荒稼ぎが嫉妬を呼び、ナポリ国王からの勅命で差し向けられた艦隊に襲

われ、船長は命を落とす。一旦は捕らえられるも若年ということで放免となったゾトは、僧院に戻る。しかし父は既に亡くなっ

ており、弟たちもイスパニア船の水夫見習いとなり、僧院を出ていた。ゾトは農園へと送られ、そこで 15 の歳まで生活した。 

再び話は中断され、アルフォンスらはそれぞれの寝所に戻るが、夜中にはまた二人の姉妹が現れる。 

 

【７日目】 

ゾトの物語が続く（ゾトの物語－つづきの２）。 

ある日、かつての父の部下たちが身を置いている一党が農園に乗り込んできた。ゾトは部下たちの計らいで一味に加わり、や

がて副頭目として勇名をとどろかせるようになる。ゾトが 18 歳のとき、一味は火山の噴火を避け、かつての仇敵であったプリ

ンチピノの領地に移動する。仲間と共に彼の館に狼藉を働くうち、プリンチピノが貴族の女性たちや軍隊を伴ってやってきた。

一行の中に美しい娘シルヴィアを見つけたゾトは心を奪われるが、彼女はプリンチピノの婚約者であった。結婚を拒むシルヴィ

アをプリンチピノの元から奪うと、元の土地に戻り、溶岩流が作り出した隠れ家に仲間たち共々住まわせた。そこに弟たちも加

わり、幸せな日々が続いた。 

しかし、１年もしないうちに仲間の若者がシルヴィアに懸想し、プリンチピノに雇われていた他の仲間の裏切りもあって、ゾ

トは心変わりを疑ったシルヴィアとその若者を手にかけてしまう。ゾトはプリンチピノをあの世へ送った。まもなくゾトは仲間

らの信頼を失い、一党はばらばらになる。弟たちに説得されたゾトは十数名の手下たちとイスパニアに渡り、シエラ・モレナに

辿り着いた。悪事を重ねながらも岩屋に隠れて捕まることはなく、羊飼いの男二人がゾトの弟の代わりに縛り首になった。二人

は身代わりにされたことを恨み、夜な夜な絞首台から出て人を騒がせているという。 

その夜、姉妹はいつもより早めにアルフォンスの元を訪れ、彼が身につけている母親の形見の首飾りを奪い、姉妹の毛髪で編

んだ飾りを首にかけるように言う。彼は二人に従い、愛を交わした。夜中になるとゴメレス家の長老が現れ、アルフォンスにイ

スラムへの改宗もしくは死をせまる。自ら死を遂げる覚悟をしたアルフォンスは、長老に渡された盃を一気に飲み干し、意識を

失った。 

 

【８日目】 

目を覚ますと、アルフォンスは例の絞首台の下におり、隣には縛り首になった二人が横たわっていた。その向こうに倒れてい

たカバラの修験者を起こし、二人で絞首台を出てベンタ・ケマダの宿に向かう。そこで、前夜に姉妹に奪われ岩の割れ目に落ち

た首飾りを見つけたアルフォンスは、自分が実はこの宿から出ておらず、修道僧やゾトの弟たちも幻に過ぎないのではと考え始

19



める。 

その後二人は僧庵に向かい、途中で出くわした修道僧とともに到着すると、そこには断末魔のようなパシェコが横になってい

た。修道僧に促されてパシェコは昨夜自分の身に起こったことを語る（パシェコの話）。 

パシェコは呪われた山羊に追われ、背に乗せられて岩屋の奥に辿り着き、アルフォンスと姉妹の姿を見た。姉妹はアルフォン

スの首飾りを奪うと首吊り男たちに姿を変えるが、アルフォンスはそれに気づかず夜を過ごす。夜中に悪魔がやってきて改宗し

なければ殺すとアルフォンスを脅し、パシェコはアルフォンスに合図を送るが首吊り男たちに襲われ、僧庵の前で意識を失って

倒れている所を修道僧に助けられた。 

修道僧はアルフォンスに懺悔を迫るが、アルフォンスは自分が見たものとは異なるため、同じベンタ・ケマダの宿に泊まった

というカバラ修験者の話を聞くことを提案する。アルフォンスは再び礼拝堂に宿泊することになる。夜中に戸をたたく音と山羊

の鳴き声が聞こえるが、アルフォンスの一喝で静まった。 

【９日目】 

朝食をとっていると異様な風体の男が現れ、これから行く先で重大な手紙を受け取るようアルフォンスに告げる。カバラ修験

者は精霊を使って手紙をこの場に届けさせる。異端審問所に対するアルフォンスの不埒な振る舞いを理由に、カスティリャに立

ち入ってはならないと告げるものであった。 

カバラ修験者はベンタ・ケマダでの一件を話し始める（カバラ修験者の物語）。

占星術師でカバラにも造詣の深い父から妹とともにカバラの手ほどきを受けた修験者は、日に日に知識と能力を身につけてい 

った。父親は、修験者にはソロモン王の双子の娘、妹にはゼウスの双子の息子との結婚を運命づけてあると告げてその生を終え

る。数年後、修験者がソロモン王の雅歌の唱句の研究を始めると、１行、２行と書き上げていく度、鏡の中にソロモン王の双子

の娘の足が少しずつ現れるようになる。 

今年になってコルドバに有名な導師が来ると聞き、会いにいこうとするが、その日はベンタ・ケマダまでしか行けず、そこに

宿泊することにした。夜中になると小さな精霊が現れ、修験者が仕事を逆から始めたために双子の娘は足から現れた、終わりの

方の唱句から始めるようにと告げる。それに従い最後の唱句に取りかかると、娘たちの名はエミナとジベデと分かった。その後

預言者が二人の娘を連れて現れ、修験者の首には二人の毛髪を編んだ組紐がかけられる。二人と一夜を過ごした修験者だったが、

翌朝目が覚めると絞首台の下にいた。 

カバラ修験者に誘われ、一行は修験者の館に到着する。夜になって眠り込んでいると、アルフォンスのもとに修験者の妹レベ 
ッカが現れる。レベッカは、兄とともに二人の女の悪霊の正体を突き止めようと呪術をかけたがうまくいかないことを告げ、ア

ルフォンスが知っていることを全て教えてほしいと求める。アルフォンスが断ると、レベッカはまた翌晩に訪れると言って出て

行った。 

【10 日目】 

テラスで朝の空気を吸い込んだアルフォンスは、これまでの出来事を思い返す。妖怪変化を原因としない説明を考えていると、

遠くからジプシーの一団がやって来て近くに小さな天幕を張った。首長のテントを眺めていると、中から従妹たちが現れた。仲

間たちと一緒に踊るその姿に、アルフォンスは嘲笑するような様子を見た。地下室に降りて近くで見ると、従妹たちと見えたの

は誤りだった。しかしテラスに引き返してから再度見ると、そこに従妹たちの姿が見え、二人は笑いながら天幕に入っていった。

美しい二人が様々に姿を変えて人間を慰み者にし、首吊り男たちの体に乗り移って悪行を働いていると考えると、アルフォンス

の憤懣は爆発する。彼は書庫に入り、机上にあった奇譚集の一篇を読み始める（チボー・ド・ラ・ジャキエールの物語）。 

不品行で有名なチボーは、ある夜若い女性に出会い、家まで送っていくことになる。道すがら、彼女の身の上話（〈闇の岩〉

城の令嬢ダリオレットの物語）を聞いていくと、チボーの隣に住んでいる貴公子の妻になる女性だと分かった。彼女を抱きかか

えて寝椅子に横たえた瞬間、鋭い鉤爪が背中に食い込む。怪物に姿を変えた彼女に襲われたチボーは、ついには命を落としてし

まう―。 

アルフォンスは、やはり悪魔が首吊り男の体に乗り移り、自分はチボーの二の舞を演じたのだと確信する。その夜、アルフォ

ンスはレベッカを待っていたが、彼女は姿を現さなかった。

【11 日目】 

アルフォンスはレベッカに起こされて目を覚ます。
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食事の席で、カバラ修験者はギリシアの哲学者アポロニウスの伝記を書いたフィロストラトゥスの著作集を読み上げる（リチ

アのメニペの物語）。

才に長け見目麗しい若者メニペは、美しい女性に出会い、誘われるままその家に向かう。アポロニウスは、女性は幽鬼で立派

な家や調度は全て実体がなく、人肉を求めて快楽を餌にメニペを誘ったのだと語る。幽鬼は正体を明かし、メニペを食べるため

殺したことを白状する。 

次に、プリニウスの書簡集を読み上げる（哲学者アテナゴラスの物語）。 

哲学者アテナゴラスは幽霊屋敷となっていた屋敷を購入する。夜になると幽霊が現れ、庭に出ると忽然と消えた。翌日その場

所を掘ると白骨が発見され、きちんと埋葬すると幽霊は現れなくなった。 

席を立ったアルフォンスは、テラスで例の二人のジプシー娘を見つける。従妹たちに見えたため、アルフォンスは地下室に降

りて鉄格子を開け、急流を向こう岸に渡る。目と鼻の先で見た二人はやはりエミナたちではなかった。二人はアルフォンスの手

相を見て悪魔ばかりにもてると言う。二人に連れられて宿営地に行くと、アルフォンスは彼女たちの父親だという老首長に引き

合わされた。カバラ修験者の態度が鼻についていたアルフォンスは、首長の申し出によりそこに滞在することになり、首長のテ

ントに泊まる。夜中近く、何かの気配で目を覚ますと、両側から誰かがアルフォンスの体にすり寄ってきた。また首吊り男たち

の間で目を覚ますのかと思ったアルフォンスだったが、それは二人のジプシーの女性だった。 

【12 日目】 

無事目を覚ましたアルフォンスは、首長に促されてジプシーたちの一団に加わり、騾馬に乗って出発する。山の高みに着くと

無数の荷物があり、首長は税関を買収して商売をしていると語る。アルフォンスにせがまれ、首長は自身の話を語る（ジプシー

の酋長、パンデソウナの物語）。 

首長の話の中で、旅の道すがら宿で出会った男ジュリオ・ロマティによる不思議な体験談が語られる（ジュリオ・ロマティの

物語）。 

ロマティは旅の途中、山賊ゾトの難を逃れようと思案にくれていた。そこにゾト本人が現れ、邪魔はしないと言ってロマティ

に赤い羽根飾りを渡す。 

アルフォンスがゾトを知っていると告げると、首長はゾト兄弟も自分と同様ゴメレス家に仕える身だと語る。話は中断するが、

アルフォンスは首長までもが自分に関係することに驚き、自分の身に起こっていることの裏で、どんな強大な組織が動いている

のかと考えをめぐらせる。 

その夜は誰と過ごすこともなく終わった。 

【13 日目】 

翌朝、税関の監視員が近づいて来ていることから、一団はその場を発ち、次第にシエラ・モレナの奥深くに入っていく。奥ま

った谷に到着すると、アルフォンスは首長に話の続きを求め（パンデソウナの物語－つづきの１）、ジュリオ・ロマティの話が

再開される（続ジュリオ・ロマティの物語－つづきの１）。 

ロマティが旅を続けていると、山の上にそびえる広大な城に気づく。城は無人で荒れ果てているが、構内に礼拝堂と僧庵があ

り聖職者数人が住んでいるという。そのうち夕立に襲われ、近くの落雷で騾馬から放り出されたロマティは、一人小さな洞穴に

たどり着く。小降りになると、従者を連れた若者が近づいてきてモンテ・サレルノ公女の使いだと告げ、公女の館へとロマティ

を案内する。公女本人だと思われる貴婦人が接待役と称してロマティを迎え、館の中を案内する。様々な立派な調度や絵画に感

心したロマティが天国のようだと口にすると、女性はそれを咎める。食事の用意が出来た部屋に入ると、公女は自身の身の上話

を始める（モンテ・サレルノ公女の物語）。 

話の途中、ロマティが公女の反応が見たくて再び天国という言葉を口にすると、公女は侍女たちを紹介すると告げ、大きな木

箱を開ける。中から骸骨が現れ、自分の骨を剣にして次々とロマティに襲いかかる。許しを乞うと、公女は口外しないようにロ

マティに命じ、その腕をつかむ。気を失ったロマティの腕には、５本の指の跡が火傷になって残った。

話が終わり、アルフォンスが山歩きに出ると、遠くにゾトの兄弟の絞首台らしきものが見えた。近づいて見ると、二つの死体

がぶら下がっていた。戻ったアルフォンスに、首長は死体がぶら下がっていたかを確認し、夜中を過ぎると死体が下がっていな

いことが始終あると語った。 

【14 日目】 
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アルフォンスが再び絞首台に行ってみると、二つの死体は地面に横たわっており、その間にレベッカが寝ているのが見えた。

助け起こしたアルフォンスに、レベッカは自身の話を語る（レベッカの物語）。 

兄の修験者が鏡の中に双子の娘を見るようになった頃、レベッカも姿見の中にゼウスの双子の息子と思しき半神半人の二人を

見た。その後、兄は有名な導師に会おうと出かけ、ベンタ・ケマダにたどり着く。兄はそこで一夜を過ごした後アルフォンスを

連れて戻り、レベッカに自分の体験やパシェコの話をする。悪魔の正体が分からず、アルフォンスも何も語らないため、レベッ

カは自分でベンタ・ケマダに泊まってみる決心をした。部屋に入ると、背の高い若者が二人おり、食事をしながら歌っていた。

半神半人の二人にそっくりだと思われたとき、二人は自分たちが双子でカストルとポルックスだと告げる。レベッカは二人に空

中高く連れ去られるが、兄とレベッカだけが唱えることができる聖なる名を唱えると、真っ逆さまに地上に落ち、気がつくとア

ルフォンスに呼び起こされていた。

アルフォンスは、レベッカの話はでたらめで、ゴメレス家の連中とグルになってイスラム教に改宗させようとしているか、他

の動機から従妹たちの秘密を探り出そうとしているのではないか、あるいは従妹たちが悪魔でないとすれば、やはりゴメレス家

の回し者ではないかと考える。レベッカが兄と共に戻っていき、天幕に戻ったアルフォンスは更に考えを巡らせるが、何も結論

が見つからないまま眠りについた。 
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資料 2：『サラゴサ手稿』テキスト比較 

［挿画本］ 

 

（緒言部分は略され、手稿の内容から物語が始まる） 

 

 

 

 

 

─────────────────────────────────── 

【サラゴサ手稿】 

p.21 扉絵（アルフォンス） 

 

pp.23-26 

スペインの峻険な連山シエラ・モレナの山中には、山

賊などが潜み住み、立ち入った旅人は百千の恐怖に脅

かされると語り伝えられていた。マドリッドへと向か

うため、この誰も入ることのないシエラ・モレナの山

中に足を踏み入れた騎士アルフォンスは、2 人の従者

の内の 1 人を失う。 

 

p.27 挿画（縛り首となった兄弟） 

 

pp.29-32 

更に残った従者も失うが、アルフォンスは 1 人で旅を

続ける。 

途上、山賊の３兄弟に由来する〈兄弟の谷〉という名

前の谷にさしかかると、３兄弟の兄ゾトを除く弟２人が縛り首となり、今もその

死体が曝されているのを目にする。 

慄然としてその場を離れ、山道を通って次の谷へと入ると、ベンタ・ケマダとい

う廃墟のような宿屋にたどり着く。それは、悪魔に乗っ取られたという止宿禁物

の宿であった。名誉・面目を守り、臆病の振る舞いのあるまじきことを心がけと

して育ったアルフォンスは、戒めに逆らいその宿に宿泊することを決意する。 

 

p.33 挿画（アルフォンスと 2人の女性） 

 

pp.35-36 

真夜中になると黒人の女性が部屋に現れ、自身が召使

いとして仕えている貴婦人が夕食に招待していると

告げる。 

空腹に耐えかねていたアルフォンスが広間に入ると、

［原作］ 

 

【緒言】 

サラゴサ包囲戦に加わったフランス兵が、

ある小館でスペイン語の手稿を発見する。

その有用さ・意義深さから保存すべき書と

考え、兵は手稿をフランス語に翻訳した。

以下はその内容である。 

────────────────── 

【１日目】 

 

 

 

スペインのシエラ・モレナ山中を旅してい

た騎士アルフォンスは、２人の従者を相次

いで失いながら、１人で旅を続ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

途上、〈兄弟の谷〉にさしかかると、３兄

弟の兄ゾトを除く弟２人の死体が曝され

ているのを目にする。 

次の谷へと入ると、悪魔に乗っ取られたと

いう止宿禁物の宿屋、ベンタ・ケマダにた

どり着く。名誉・面目を守るため、アルフ

ォンスはその宿に宿泊することを決意す

る。 

 

 

 

真夜中になり、夕食に招待されたアルフォ

ンスが広間に入ると、イスラム教徒の美し

い姉妹が現れる。 
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３人分の食事が用意されており、イスラム教徒の美しい姉妹－姉エミナ、妹ジベ

デ－が現れる。 

 

p.37 挿画（横たわるアルフォンスと姉妹） 

 

pp.39-41 

２人はアルフォンスに自分たちは同じ一族だと告げ、

身の上話を始める。 

 

─────────────────────────────────── 

【エミナとその妹ジベデの物語】 

p.43 扉絵（エミナとジベデ） 

 

pp.45-50 

エミナは自分たちの身の上について話す。 

エミナとその妹ジベデの物語 

エミナと妹ジベデは、チュニスの太守に縁故を

持つゴメレス家に生まれ、男性を見ることなく

育つ。あるとき母親が隠し持っていた本の１冊を盗み出すと、２人はその中

で繰り広げられる恋物語を真似て、恋人同士のように愛し合うようになる。 

その後コーランの教えや自分たちの家の歴史を学ぶうち、２人にそれぞれ

結婚の話が舞い込む。生き別れになると絶望する２人に、母親はゴメレスの

血筋の男に限るという条件のもと、２人で１人の夫を持つように提案する。 

 

続いて、エミナはアルフォンスの母方につながるゴメレス家の由緒を語る。 

カサル・ゴメレスの物語 

ゴメレス一族の初代は、イスパニアに乗り込んだアラブ軍勝利の功によっ

て、バグダッド君主よりグラナダ総督に任命されたマスッドであった。 

バグダッドの怨敵の策略により君主の寵を失い、アルプハラの山中にこも

る。シエラ・モレナ山脈に続き、グラナダとバレンシアとの境界をなす連山

である。マスッドは先住民の言葉でイスラムの教えを説き、アラブ民族と先

住民は通婚により混じり合うこととなった。 

長老となったマスッドは、カサル・ゴメレス（ゴメレス城）と呼ぶ城を築く。

これに忠義を守った一族が、後にゴメレスの姓を名乗るようになる。 

 

p.51 挿画（姉妹と抱き合うアルフォンス） 

 

pp.53-55 

エミナの話は続く。 

後代ゴメレス家は迫害を受け、幼い子どもらは

キリスト教の掟の中で育てられた。イスラムの

教えを守った両親たちの財産はこの子どもたち

 

 

 

 

 

 

２人は身の上話を始める。 

 

 

 

 

 

 

 

２人は自分たちの身の上や先祖について

語る（エミナとその妹ジベデの物語／カサ

ル・ゴメレスの物語）。 
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に分けられた。その頃、ゴメレス家の男が聖ドミニコ派の教団の大審問官と

なる。 

 

朝が近づくと話は途切れ、エミナの誘いに応じてアルフォンスは夢の中で従妹た

ちと一夜を過ごす。 

 

p.56 

目が覚めると、そこは〈兄弟の谷〉であった。宿で美しい姉妹と過ごしたはずの

アルフォンスは、絞首台の真下で、縛り首となっていた２人の亡骸に挟まれて眠

っていた。 

 

p.57 挿画（アルフォンスと 2人の骸骨） 

 

pp.59-61 

昨夜のことを思い返し、シエラ・モレナ越えをする決

意をしたアルフォンスは、宿に戻って馬を駆り、旅を

続けた。 

その夜の宿を求めて馬を進めたアルフォンスは、ゴシック風の礼拝堂の側にある

僧庵にたどり着く。修道僧に迎え入れられ食事をしていると、この世のものとは

思えない形相の若者、悪魔に乗り移られたというパシェコが現れる。僧に促され、

パシェコは自らの身の上を語る。 

─────────────────────────────────── 

【悪魔に憑かれたパシェコの物語】 

p.63 扉絵（絞首台の 2人） 

 

pp.65-72 

悪魔に憑かれたパシェコの物語 

パシェコの父は、妻を失った後に若い女性と再

婚した。継母が連れてきた妹に恋したパシェコ

は結婚を望むが、父に反対される。 

その後継母、妹を連れて旅に出た父から迎えに来るよう言われたパシェコ

は、アルフォンスと似たような旅を経て、ベンタ・ケマダの宿で継母と妹の

２人と一夜を過ごす。そして翌日目が覚めると、絞首台の下で２人の死体の

間に寝ていたのであった。 

その日は別の宿に泊まり、夜になると再び継母たちが現れるが、暖炉の火に

照らされたのは、縛り首となった２人の死体であった。男たちから命からが

ら逃げたパシェコは、行き倒れているところを礼拝堂に連れてこられた。 

 

アルフォンスは修道僧に注意を促され、十字架のある礼拝堂で眠ることになっ

た。パシェコの話と自分の身に起こった出来事を重ねて考えていると、夜半の鐘

が鳴り、誰かが訪ねてきた音がした。 

 

 

 

話は途切れ、アルフォンスは夢の中で２人

と一夜を過ごす。 

────────────────── 

【２日目】 

目が覚めるとアルフォンスは〈兄弟の谷〉

におり、２人の亡骸に挟まれて眠ってい

た。 

 

 

 

 

 

アルフォンスは旅を続け、礼拝堂の側にあ

る僧庵にたどり着く。 

 

修道僧に迎えられ食事をしていると、悪魔

に乗り移られたパシェコが現れ、身の上話

を始める。 

 

 

 

 

 

パシェコは自身の身の上話とここにくる

までの体験を語る（悪魔に憑かれたパシェ

コの物語）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

礼拝堂で眠ることになったアルフォンス

は、訪ねてきた２人の幽霊を追い払う。 
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p.73 挿画（幽霊を追い払うアルフォンス） 

 

pp.75-76 

アルフォンスは剣を手に取り、訪ねてきた２人の幽霊

を追い払う。 

無事に目覚めたアルフォンスは、修道僧に言われるま

ま身の上話を始める。 

アルフォンス・ヴァン・ウォルデンの物語 

アルフォンスは古い家柄に生まれた。父祖代々の資産と言えば貴族として

の領地ウォルデンがあるだけで、世の聞こえも高くなければ財産も僅かな

家である。 

 

（この後、自らの出生前の父の話、出生後の話、その展開の中で父が神学者

に読み上げさせたという幽霊話「ラヴェンナのトリヴルチオの物語」「フ

ェララのランドルフォの物語」が略されている） 

 

pp.77-82 

18 歳になったアルフォンスは入隊することになり、父から代々の秘密であ

るという剣法の秘術を授かる。 

その後、話は現在の旅へと続き、アルフォンスは旅の途中で２人の従者を失

ったこと、ベンタ・ケマダに泊まったことを語る。 

 

修道僧はアルフォンスが首吊り男の死霊に取り憑かれてパシェコのような目に

あったのではないかと問うが、アルフォンスは否定する。 

礼拝堂を出て旅を続けたアルフォンスは、異端審問所に逮捕されて土牢に入れら

れる。 

 

 

審問の僧は、アルフォンスの前に後ろ手に縛り上げられた姉妹を連れてくる。ア

ルフォンスは姉妹の前で拷問を受けることになるが、そのとき銃声が轟いた。 

 

p.83 挿画（パシェコと女性？） 

 

pp.85-89 

銃声とともに、ゾトと手下たちが入ってくる。ゾトに

助けられた３人は大岩の陰の岩場で落ち合う。 

アルフォンスは姉妹に、ベンタ・ケマダでの一夜が明

けた朝のことを責めるが、エミナは、ゴメレス城の秘

密を知っている家長の命令通りのことしかできない、

言えることはアルフォンスが非常に近い身内であるということだけだと応じる。 

夕食をとった後は別々の所で休むことになった。 

 

 

 

 

────────────────── 

【３日目】 

無事に目覚めたアルフォンスは、身の上話

を始める（アルフォンス・ヴァン・ウォル

デンの物語）。 

 

自らの出生前の父の話から出生後の話へ

と展開する話の中で、父が神学者に読み上

げさせた、父の曾祖父が書いたという幽霊

話の中の一篇が語られる（ラヴェンナのト

リヴルチオの物語）。 

翌日、再び父は物語の一篇を読み上げさせ

る（フェララのランドルフォの物語）。 

 

 

 

話は現在の旅へと続き、ベンタ・ケマダに

泊まったことを語る。 

 

アルフォンスは修道僧にパシェコのよう

な目にあったのではと問われ、否定する。 

旅を続けたアルフォンスは、逮捕され土牢

に入れられる。 

────────────────── 

【４日目】 

アルフォンスは姉妹の前で拷問を受ける

ことになる。 

 

 

 

 

 

銃声とともに現れたゾトらに助けられ、３

人は大岩の陰の岩場で落ち合う。 

 

 

 

 

────────────────── 
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翌日、ゾトに連れられて廃墟となった村に辿り着いたアルフォンスは、井戸の入

口からゾトの住む洞窟に入る。絞首台で亡くなっていた筈の弟２人も姿を現し、

３人はゴメレス家の部下として、今後アルフォンスに献身を尽くすという。 

エミナに今後の計画を問うと、イスパニアに止まるわけにはいかないが、船出の

用意ができるまでは休息したいと答える。一行はしばし食事をとりつつ休むこと

になった。 

 

（この後、エミナに促されたゾトが語った自らの物語「ゾトの物語」「ゾト

の物語－つづきの１」「ゾトの物語－つづきの２」が略されている） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

p.90 

その夜、姉妹はいつもより早めにアルフォンスの元を訪れ、彼が身につけている

母親の形見の首飾りを奪い、姉妹の毛髪で編んだ飾りを首にかけるように言う。

彼は２人に従い、愛を交わした。 

 

p.91 挿画（飾りを手にするエミナとジベデ） 

 

pp.93-98 

夜中になるとゴメレス家の長老が現れ、アルフォンス

にイスラムへの改宗もしくは死を迫る。自ら死を遂げ

る覚悟をしたアルフォンスは、長老に渡された盃を一

気に飲み干し、意識を失った。 

 

目を覚ますと、アルフォンスは例の絞首台の下におり、隣には縛り首になった２

人が横たわっていた。その向こうに倒れていたカバラの修験者を起こし、２人で

絞首台を出てベンタ・ケマダの宿に向かう。そこで、前夜に姉妹に奪われ岩の割

れ目に落ちた首飾りを見つけたアルフォンスは、自分が実はこの宿から出ておら

ず、修道僧やゾトの弟たちも幻に過ぎないのではと考え始める。 

【５日目】 

廃墟となった村に辿り着いたアルフォン

スは、井戸の入口からゾトの洞窟に入る。

弟２人も姿を現し、３兄弟はゴメレス家の

部下として、アルフォンスに献身を尽くす

という。 

 

ゾトは、エミナに言われて自らの物語を語

る（ゾトの物語）。 

話は一旦中断し、一同は眠りにつく。その

夜、２人の姉妹はアルフォンスの寝所を訪

れ、再び３人で一夜を過ごす。 

 

────────────────── 

【６日目】 

ゾトの物語が続く（ゾトの物語－つづきの

１）。 

再び話は中断され、アルフォンスらはそれ

ぞれの寝所に戻るが、夜中にはまた２人の

姉妹が現れる。 

 

────────────────── 

【７日目】 

ゾトの物語が続く（ゾトの物語－つづきの

２）。 

夜になると姉妹はアルフォンスを訪ね、母

親の形見の首飾りを奪う。彼は姉妹に従い

愛を交わした。 

 

 

 

 

夜中にゴメレス家の長老が現れ、アルフォ

ンスに改宗か死を迫る。アルフォンスは渡

された盃を飲み干し、意識を失った。 

────────────────── 

【８日目】 

目を覚ますと再び絞首台の下にいた。倒れ

ていたカバラ修験者を起こし、２人でベン

タ・ケマダに向かう。奪われた首飾りを見

つけたアルフォンスは、自分は宿から出て

おらず、修道僧やゾトの弟たちも幻ではな
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その後２人は僧庵に向かい、途中で出くわした修道僧とともに到着すると、そこ

には断末魔のようなパシェコが横になっていた。修道僧に促されてパシェコは昨

夜自分の身に起こったことを語る。 

パシェコの話 

パシェコは呪われた山羊に追われ、背に乗せられて岩屋の奥に辿り着き、ア

ルフォンスと姉妹の姿を見た。姉妹はアルフォンスの首飾りを奪うと首吊

り男たちに姿を変えるが、アルフォンスはそれに気づかず夜を過ごす。 

夜中に悪魔がやってきて改宗しなければ殺すとアルフォンスを脅し、パシ

ェコはアルフォンスに合図を送るが首吊り男たちに襲われてしまう。 

 

p.99 挿画（２組の女性） 

 

pp.101-105 

パシェコの話は続く。 

ようやく僧庵の戸口に着くと、首吊り男たちは去

って行った。 

今朝になって、僧庵の前で意識を失い倒れている

所を修道僧に助けられた。 

修道僧はアルフォンスに懺悔を迫るが、アルフォンスは自分が見たものとは異な

るため、同じベンタ・ケマダの宿に泊まったというカバラ修験者の話を聞くこと

を提案する。 

アルフォンスは再び礼拝堂に宿泊することになる。パシェコの話が本当か、彼に

取り憑いた悪魔たちが彼に幻想を見せているのか考えながら、アルフォンスは 2

人の従妹たちを正当化する動機を心中に探る。 

夜半を告げる鐘が聞こえてくると、たちまち戸をたたく音と山羊の鳴き声が響く

が、アルフォンスの一喝で静まった。 

朝食をとっていると異様な風体の男が現れ、これから行く先で重大な手紙を受け

取るようアルフォンスに告げる。カバラ修験者は精霊を使って手紙をこの場に届

けさせる。手紙は、異端審問所に対するアルフォンスの不埒な振る舞いを理由に、

カスティリャに立ち入ってはならないと告げるものであった。 

カバラ修験者は、アルフォンスに頼まれベンタ・ケマダでの一件を話し始める。 

─────────────────────────────────── 

【カバラ修験者の物語】 

p.107 扉絵（姉妹） 

 

pp.109-112 

カバラ修験者の物語 

占星術師でカバラにも造詣の深い父から、妹とと

もにカバラの手ほどきを受けた修験者は、日に日

に知識と能力を身につけていった。 

父親は、修験者にはソロモン王の双子の娘、妹にはゼウスの双子の息子との

いかと考え始める。 

２人が僧庵に向かうと、パシェコが横にな

っていた。パシェコは昨夜のことを語る

（パシェコの話）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルフォンスは修道僧に懺悔を迫られる

が、カバラ修験者の話を聞くことを提案す

る。 

アルフォンスは再び礼拝堂に宿泊する。夜

中に戸をたたく音と山羊の鳴き声が聞こ

えるが、一喝すると静まった。 

────────────────── 

【９日目】 

朝食をとっていると男が現れ、行く先で重

大な手紙を受け取るようアルフォンスに

告げる。カバラ修験者は精霊に手紙を届け

させた。 

修験者はベンタ・ケマダでの体験を話し始

める（カバラ修験者の物語）。 
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結婚を運命づけてあると告げてその生を終える。 

数年後、修験者がソロモン王の雅歌の唱句の研究を始めると、１行、２行と

書き上げていく度、鏡の中にソロモン王の双子の娘の足が少しずつ現れる

ようになる。 

 

p.113 挿画（アルフォンスとカバラ修験者） 

 

pp.115-118 

今年になってコルドバに有名な導師が来ると聞

き会いにいこうとするが、その日はベンタ・ケマ

ダまでしか行けず、そこに宿泊することにした。 

夜中になると小さな精霊が現れ、修験者が仕事を

逆から始めたために双子の娘は足から現れた、終わりの方の唱句から始め

るようにと告げる。それに従い最後の唱句に取りかかると、娘たちの名はエ

ミナとジベデと分かった。 

その後預言者が２人の娘を連れて現れ、修験者の首には２人の毛髪を編ん

だ組紐がかけられる。２人と一夜を過ごした修験者だったが、翌朝目が覚め

ると絞首台の下にいた。 

修験者の話を聞いた修道僧は、修験者やパシェコと同じ運命が待っているとし

て、アルフォンスに告解を迫る。 

 

p.119 挿画（アルフォンスらを出迎えるレベッカ） 

 

pp.121-124 

カバラ修験者に誘われ、一行は修験者の館に到着する。 

夜になって眠り込んでいると、アルフォンスのもとに

修験者の妹レベッカが現れる。レベッカは、兄ととも

に２人の女の悪霊の正体を突き止めようと呪術をかけたがうまくいかないこと

を告げ、アルフォンスが知っていることを全て教えてほしいと求める。アルフォ

ンスが断ると、レベッカはまた翌晩に訪れると言って出て行った。 

 

翌朝、テラスで朝の空気を吸い込んだアルフォンスは、これまでの出来事を思い

返す。 

 

p.125 挿画（ジプシーの一団） 

 

pp.127-129 

アルフォンスが、これまでの出来事を思い返しながら

妖怪変化を原因としない説明を考えていると、遠くか

らジプシーの一団がやって来て近くに小さな天幕を張

った。 

首長のテントを眺めていると、中から従妹たちが現れた。仲間たちと一緒に踊る

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

修道僧はアルフォンスに告解を迫る。 

 

 

 

 

 

 

一行は修験者の館に到着する。 

夜になると、アルフォンスのもとに修験者

の妹レベッカが現れる。 

レベッカは２人の女の悪霊について尋ね

るが断られ、出て行った。 

────────────────── 

【10 日目】 

翌朝、アルフォンスはこれまでの出来事を

思い返す。 

 

 

 

 

 

ジプシーの一団がやって来て天幕を張る。 

 

首長のテントから従妹の姉妹が現れるが、
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その姿に、アルフォンスは嘲笑するような様子を見た。 

地下室に降りて近くで見ると、従妹たちと見えたのは誤りだった。しかしテラス

に引き返してから再度見ると、そこに従妹たちの姿が見え、２人は笑いながら天

幕に入っていった。 

美しい２人が様々に姿を変えて人間を慰み者にし、首吊り男たちの体に乗り移っ

て悪行を働いていると考えると、アルフォンスの憤懣は爆発する。 

 

（この後、書庫に入ったアルフォンスが読み始めた奇譚集「チボー・ド・ラ・

ジャキエールの物語」、その中で主人公が出会った女性の身の上話「〈闇の

岩〉城の令嬢ダリオレットの物語」、その翌日カバラ修験者が読み上げた

「リチアのメニペの物語」「哲学者アテナゴラスの物語」、更にその翌日ジ

プシーの首長が語った自身の話「ジプシーの酋長、パンデソウナの物語」

の大部分が略されている） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下室に降りて近くで見ると、姉妹ではな

かった。テラスに引き返し再度見ると、や

はり姉妹の姿が見える。 

 

２人が首吊り男たちの体に乗り移って悪

行を働いていると考えると、アルフォンス

の怒りが爆発する。 

彼は書庫に入り、机上にあった奇譚集の一

篇を読み始める（チボー・ド・ラ・ジャキ

エールの物語、その中で語られる〈闇の岩〉

城の令嬢ダリオレットの物語）。 

アルフォンスは、やはり悪魔が首吊り男の

体に乗り移り、自分はチボーの二の舞を演

じたのだと確信する。その夜、アルフォン

スはレベッカを待っていたが、彼女は姿を

現さなかった。 

────────────────── 

【11 日目】 

アルフォンスはレベッカに起こされる。 

食事の席で、カバラ修験者はギリシアの哲

学者アポロニウスの伝記（リチアのメニペ

の物語）、次いでプリニウスの書簡集（哲

学者アテナゴラスの物語）を読み上げる。 

席を立ったアルフォンスは、テラスで２人

のジプシー娘を見つける。従妹たちかと思

ったが、やはりエミナたちではなく、２人

はアルフォンスの手相を見て悪魔ばかり

にもてると言う。 

２人に連れられて宿営地に行くと、アルフ

ォンスは老首長に引き合わされた。カバラ

修験者の態度が鼻についていたアルフォ

ンスは、首長の申し出により彼のテントに

泊まる。 

夜中近く、何かの気配で目を覚ますと、両

側から誰かがすり寄ってきた。また首吊り

男たちかと思ったアルフォンスだったが、

それは２人のジプシーの女性だった。 

────────────────── 

【12 日目】 

無事目を覚ましたアルフォンスは、ジプシ

ーたちとともに出発する。首長は税関を買

収して商売をしていると語り、自身の話を
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─────────────────────────────────── 

【ジュリオ・ロマティとモンテ・サレルノ公女の物語】 

p.131 扉絵（骸骨） 

 

pp.133-140 

ジプシーの酋長、パンデソウナの物語 

首長の語の中で、旅の道すがらの経験談などをし

ていると、それまで黙っていたジュリオ・ロマテ

ィが旅の最中に遭遇した不思議な体験談を語る。 

ジュリオ・ロマティの物語 

ロマティは、法律家として働きながら哲学にも執心していた父に倣い、

法律学で博士となったのに続き数学と天文学を学んだ。学問に身を入

れすぎて体を壊したロマティは、父に勧められて旅に出ることにする。 

旅の途中、ロマティは山賊ゾトの難を逃れようと思案にくれていた。

そこにゾト本人が現れ、邪魔はしないと言ってロマティに赤い羽根飾

りを渡す。 

アルフォンスがゾトを知っていると告げると、首長はゾト兄弟も自分と同様ゴメ

レス家に仕える身だと語る。話は中断するが、アルフォンスは首長までもが自分

に関係することに驚き、自分の身に起こっていることの裏で、どんな強大な組織

が動いているのかと考えをめぐらせる。その夜は誰と過ごすこともなく終わっ

た。 

翌朝、税関の監視員が近づいて来ていることから、一団はその場を発ち、次第に

シエラ・モレナの奥深くに入っていく。奥まった谷に到着すると、アルフォンス

は首長に話の続きを求め、ジュリオ・ロマティの話が再開される。 

パンデソウナの物語－つづきの１ 

続ジュリオ・ロマティの物語－つづきの１ 

ロマティが旅を続けていると、山の上にそびえる広大な城に気づく。

城は無人で荒れ果てているが、構内に礼拝堂と僧庵があり聖職者数人

が住んでいるという。そのうち夕立に襲われ、近くの落雷で騾馬から

放り出されたロマティは、１人小さな洞穴にたどり着く。 

小降りになると、従者を連れた若者が近づいてきてモンテ・サレルノ

公女の使いだと告げ、公女の館へとロマティを案内する。公女本人だ

と思われる貴婦人が接待役と称してロマティを迎える。 

 

p.141 挿画（三体の骸骨） 

 

pp.143-148 

ロマティを迎えた公女が、館の中を案内す

る。様々な立派な調度や絵画に感心したロマ

ティが、感嘆の余り「天国」のようだと口に

すると、公女はそれを咎める。 

食事の用意が出来た部屋に入ると、公女は自身の身の上話を始める。 

始める（ジプシーの酋長、パンデソウナの

物語）。 

 

 

 

 

首長の話の中で、旅の間に出会った男によ

る不思議な体験談が語られる（ジュリオ・

ロマティの物語）。 

 

 

 

 

 

 

 

首長はアルフォンスにゾト兄弟も自分と

同様ゴメレス家に仕える身だと語る。 

その夜アルフォンスは 1 人で過ごした。 

────────────────── 

【13 日目】 

翌朝出発した一団は、シエラ・モレナの奥

深くに入っていく。奥まった谷に到着する

と、首長は話を再開する（パンデソウナの

物語－つづきの１、続ジュリオ・ロマティ

の物語－つづきの１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公女は自身の身の上話を始める（モンテ・
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モンテ・サレルノ公女の物語 

モンテ・サレルノ公爵は、イスパニア、ナポリ王国であらゆる要

職を一身に集めていた。その筆頭の家老役にスピナヴェルデ侯爵

がおり、その夫人が 10 歳で母を亡くした公女の教育係となる。 

父の公爵の没後、公女の侍女たちが次々とやめてしまい、侯爵夫

人が新しい侍女として 6 人の美しい娘たちを連れてくる。 

 

p.149 挿画（ロマティを案内する公女） 

 

pp.151-155 

公女の話が続く。 

公女が 16 歳になった日、グアダマラ大

公が求婚に訪れた。それを断ると、侯爵

夫人は喜んで独身でいるよう諭して聞

かせる。その後も、公女を確実にモンテ・サレルノに引き留めて

おくために、侯爵夫人は美しい装飾や調度品などを拵えさせた。 

話の途中、ロマティが再び天国という言葉を口にすると、公女は侍女

たちを紹介すると告げ、大きな木箱を開ける。箱の中から骸骨が現れ、

自分の骨を剣にして次々とロマティに襲いかかった。 

許しを乞うと、公女は口外しないようにロマティに命じ、その腕をつ

かむ。気を失ったロマティの腕には、５本の指の跡が火傷になって残

った。 

アルフォンスは首長の話に口をはさみ、修験者の家の書庫でロマティの話と殆ど

同じ物語を見たと話す。アルフォンスに促された首長が、山中で暮らす内に見た

不思議な出来事を語ろうとするが、1 人のジプシーにより話は中断された。 

その夜も、前夜同様眠りを妨げられることはなかった。 

（この前後の文章は日本語訳文と内容や順序が異なっている部分がある） 

─────────────────────────────────── 

【レベッカの物語】 

p.157 扉絵（レベッカ） 

 

pp.159-166 

アルフォンスが再び絞首台に行ってみると、二つの死

体が地面に横たわっており、その間にレベッカが寝て

いるのが見えた。助け起こしたアルフォンスに、レベ

ッカは自身の話を語る。（話し始める前の１文が略され

ている） 

レベッカの物語 

兄と異なり、レベッカはカバラの修行に身が入らず、怠けていた。見かねた

兄が基本を一緒に復習しているうち、レベッカもカバラに愛着を持つよう

になる。 

その頃、召使いの男女が愛を交わしているのを目にしたレベッカは、しばら

サレルノ公女の物語）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

話が終わり、アルフォンスが山歩きに出る

と、遠くにゾトの兄弟の絞首台らしきもの

が見えた。近づいて見ると、二つの死体が

ぶら下がっていた。 

戻ったアルフォンスに、首長は死体がぶら

下がっていたかを確認し、夜中を過ぎると

死体が下がっていないことが始終あると

語った。 

────────────────── 

【14 日目】 

アルフォンスが再び絞首台に行くと、二つ

の死体の間にレベッカが寝ていた。助け起

こすと、レベッカは自身の話を語る（レベ

ッカの物語）。 
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く目が覚めたままで夢を見ているような日々を過ごす。兄に促されて外で

力試しをすることになったレベッカは、山頂で不思議な力を身につける。 

兄の修験者が鏡の中に双子の娘を見るようになった頃、レベッカも姿見の

中にゼウスの双子の息子と思しき半神半人の２人を見た。 

 

p.167 挿画（鏡の中に双子を見るレベッカ） 

 

pp.169-175 

その後、兄は有名な導師に会おうと出かけ、ベン

タ・ケマダにたどり着く。兄はそこで一夜を過ご

した後アルフォンスを連れて戻り、レベッカに自

分の体験やパシェコの話をする。 

悪魔の正体が分からず、アルフォンスも何も語らないため、レベッカは自分

でベンタ・ケマダに泊まってみる決心をした。部屋に入ると、背の高い若者

が２人おり、食事をしながら歌っていた。半神半人の２人にそっくりだと思

われたとき、２人は自分たちが双子でカストルとポルックスだと告げる。

（この前後の会話の一部が略されている） 

レベッカは２人に空中高く連れ去られるが、兄とレベッカだけが唱えるこ

とができる聖なる名を唱えると、真っ逆さまに地上に落ち、気がつくとアル

フォンスに呼び起こされていた。 

 

（レベッカの話が終わったところで終了） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アルフォンスは、レベッカの話はでたらめ

で、ゴメレス家の連中とグルになってイス

ラム教に改宗させようとしているか、他の

動機から従妹たちの秘密を探り出そうと

しているのではないか、あるいは従妹たち

が悪魔でないとすれば、やはりゴメレス家

の回し者ではないかと考える。 

レベッカは兄と共に戻っていき、天幕に戻

ったアルフォンスは更に考えを巡らせる

が、何も結論が見つからないまま眠りにつ

いた。 
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